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こまき環境市民会議のメンバーは、地域などで様々な環境活動を行って 

います。今回のこまき環境広報では、それぞれが地域で行っている環境活 

動について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６２号 

小牧市内で環境活動をされている団体を紹介します！ 

米野さわやか会は、平成１６年から小中学生と一緒に

ゴミ拾いをはじめた美化活動団体で、今年で活動を始め

て２０年目となります。 

 米野小学校区の通学路を中心に、毎月第３日曜日の朝

に１０班に分かれて高齢会員の方と一緒に主要道路の

清掃活動に励んでいます。 

◆ 会員数    活動会員：７１人（小学生２１名 中学生２１名 高校生５名 成人会員２４名） 

          賛助会員：４５名（活動資金寄付会員）                 合計：１１６名 

◆ 高齢会員   １５名（男性：７人 女性：８人） 最高齢者 男性：８３歳 女性：８６歳 

◆ こころざし   まちかどの美化をすすめ、生活環境の向上を図ると共に、次世代の「環境に優し 

い心育ち」を支援する（将来のボランティアを育てる） 

◆ 主な活動   米野小学校区内主要道路の清掃活動・花植え・除草・啓蒙活動 

① 米野さわやか会 

「場を掃けば、心も掃ける」  
これが清掃活動の真実です。子どもさんと一緒に、毎月１回（家庭の日）、１年間お

続け下さい。幼いほどよい。一生懸命拾ったら、帰りにコンビニでお菓子をごほうび・・・

でもよいのです。 

最
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私の思うゴミ拾いの楽しいことはふたつあります。一つ目はこのまちをき

れいにできること。犬の散歩などで、犬が汚れたゴミをくわえることがあ

ります。私たちがゴミを拾うことで、人も犬も過ごしやすいまちになると

思うのです。 

 二つ目はやりがいがあること。ゴミ拾いは自分が拾えば拾うほどまち

がきれいになっていきます。そこに大きなやりがいを感じます。小牧市

の「きれいなまちの縁の下の力持ち」になれたらうれしいです。この二

つの楽しみがあるので、拾い続けるのです。やさしいじぃちゃん、ばぁ

ちゃんと一緒にゴミ拾いをして、きれいな小牧市にしたいです。 

ごみ拾いに参加した

小学５年生の声 



◇ 日時：令和５年１１月１８日（土）、１９日（日）  

１０：００～１５：００  

◇ 場所：小牧市民会館・公民館  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
R5-10 

 中南ボランティアクラブは、平成２０年に道路等

のごみを拾うために立ち上げた団体（アダプトクラ

ブ）です。当時は、放置自転車や空き巣等も多発し

ていたことから、防犯パトロールの活動も行うよう

になりました。 

現在の会員数は少数精鋭の１０人で、毎月第２・

第４水曜日の月２回、ごみ拾いと防犯パトロール活

動を実施しています。 

「環境に ５S パワー」 

「５S」とは、次の言葉を表します。 

   ◆ 整理：いる物といらない物を分けて、いらない物は捨てる 

◆ 整頓：必要なものの置き場所を明確にして、早く取り出せるようにする 

   ◆ 清掃：きれいに掃除する 

   ◆ 清潔：整理・整頓・清掃の状態をいつも維持する 

   ◆ しつけ：整理・整頓・清掃・清潔で決めたルールを守り、身につかせる（習慣化させる） 

一般的に「５S」は製造業をはじめ、多くの企業で取り組まれています。中南ボランティアクラブ

ではこの「５S」を取り入れて活動しています。 

② 中南ボランティアクラブ 

環境フェアを開催します！ 

 

 
体験ブース 

丸太切り、マイバッグ作り、菜種油搾

り、牛乳パックを利用した小物入れ作

り、携帯電話など 

の解体など、様々 

な体験ができます。 

 

 
展示ブース 

生きものに関する展示や二酸化炭素を出

さない「燃料電池 

自動車」の展示を 

行います。 

※みたらしだんご・五平餅も販売！（環境にやさしい素材でできた容器で提供します） 

「継続は力なり」、「今捨てたごみが環境汚染につながる」、「ポイ捨ては市民の
目線で見逃すな」 
中南ボランティアクラブでは、上記の言葉をモットーに活動をしています。市民一

人ひとりがポイ捨てごみを拾う気持ちになれば、自然と美しくきれいな街になります。 
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